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ついに７月１１日（土）に今年度の小さな自然観

察クラブが始まりました。

1回目は名寄公園周辺での「夏の森を観察しよ

う」です。開講式では、これから一緒に活動してい

く人たちと初めて顔を合わせました。出発前に、観

察するときに気を付けなければならないスズメバ

チ・ツタウルシ・マダニについて確認しましたが覚

えていますか？これからも観察に行くときは、周り

にいる危険な動植物には注意しましょう。

出発する前に、鳥のくちばしの形とスズメの模様を描きましたが、カラス(ハシボ

ソ・ハシブト）、アオサギ、スズメを見ることができました。それぞれの鳥がとる獲物

の種類によって、くちばしの形が違います。

名寄公園は身近にある公園で、たくさんの種類の

樹々や、草花、池があるので、この日の観察では６

０種以上の動植物を観察することができました。ま

ずは、ピットフォールトラップという落とし穴の中

にかかった虫を調べました。空を飛べない、地表を

歩き回っている昆虫類がこのトラップにかかりま

す。

黒いむらさき色に

熟したヤマグワの実は皆さん食べてみましたか？ 小

さいけれど実はとっても栄養があります。食べること

のできるスモモやサルナシ、ヤマブドウの実もこれか

らどんどん大きくなるので、次回の観察会で見ること

ができるかもしれません。

そしてプリントで紹介した動植物、？？？？トンボ

は細いおなかにオシャレな水色の「エゾイトトンボ」

でした。また、切り株の中にアカアリの仲間とさなぎが沢山いました。さなぎを守ろ

うとするアリはめったに見ることが出来ない瞬間でした。今回の観察クラブは名寄の

夏の自然を感じる回になったでしょうか。今後の活動でもいろいろな自然に会いに行

きましょう。
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９月１２日（土）に２回目の観察クラブ「鉄道防風林

を観察しよう」を開催しました。

少し前までの夏の暑さとは反対に、この日は風も涼し

く散策するにはちょうどよく秋の訪れを感じるような日

になったのではないでしょうか。

まずは、当時鉄道防風林だった博物館横の遊歩道を散

策しました。遊歩道の中に隠れていたものを見つけるこ

とはできましたか？ 木に変身したような電信柱や、

目をこらさないと見つけるのが難しいミズゴケノハナ

（きのこの種類です）など小さなものから大きなもの

まで木々に囲まれた豊かな自然があります。

遊歩道でオオイタドリの茎を使って笛を作りまし

た。茎の太さや長さで音が高かったり低かったり様々

なバリエーションがありました。なかには、穴を開け

て本当の笛のようにしている子もいましたね。

防風林の並木を見た後は名寄公園を散策しました。

２か月前の観察の時に比べて、実をつけたスモモがさ

らに赤くなっていました。暑い日が続いていました

が、少しずつ季節が進んで植物たちも秋への準備をは

じめています。

途中、きのこのスケッチをして発表してもらいまし

たね。皆さんのきのこ、とても素敵でした。どんなと

ころに生えているのか、どんな色か、においはする

か、どんな手触りか、試しに自分で名前をつけてみた

りすると、観察したものがさらに気になってきません

か？

今回の観察クラブは自然で作る音遊びを交えなが

ら、笹舟を作ったり木登りしたりと自然豊かな回にな

ったと思います。少しずつ深まる秋の訪れも感じたで

しょうか。次回の活動でもいろいろな自然と出会い、

楽しく過ごしましょう。
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10月10日（土）に３回目の観察クラブ「秋の

森を観察しよう」を開催しました。

朝晩の気温も下がり、集合した時に心配だった寒

さも、散策する中でゆっくり太陽が出始めて名寄の

秋らしい観察日になりました。

今回は健康の森での散策でした。健康の森は、シ

ラカンバ、カツラ、ミズナラ、イチョウなど様々な

木々に囲まれている

ため、秋の森の移り変わりを見ることができたと思いま

す。

カツラのしょう油のような、焼いたおかしのようなに

おいはかぎましたか？葉の色の変化だけではなく、香り

も一つの秋のおたよりです。

途中で立ち枯れたオオウバユリの種を飛ばしました

ね。オオウバユリは、あの背の高い姿になるまで６～８年かか

り、種を飛ばして植物としての一生を終えます。独特な形をし

た果実が開いて、茎を振るとたくさんの種がふわふわと飛んで

行き、また種から芽をだし葉をつけ…、と繰り返します。

まいた種が同じ姿になるのは、みんなが高校生、大学生にな

ってから。まだまだ先のお話ですが、楽しみですね。

さて、秋といえば食欲の秋！という方もいるかもしれません

ね。観察会をするたびに味見をして「すっぱ～い」と言ってい

たサルナシの実を食べました。ちょうどよく果実がやわらかく

なり、甘いフルーツとして味わえたのではないでしょうか。食

べたあとのみんなの笑顔がとても素敵でした。

初めてフィールドを変更して、秋の紅葉から

少しずつ冬支度を始める木々やエゾリス、植物

に触れた今回の観察クラブはどうでしたか？

次回は、室内で行う体験「工作」です。何を作

るかは、来てからのお楽しみに。
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11月14日（土）に4回目の観察クラブ

「アイヌの弓矢を作ってみよう」を開催しまし

た。

はじめに、アイヌの人びとがどんな狩猟や生

活をしていたのか、狩猟用弓矢や儀式用弓矢が

どんなものか実物を見てもらいました。みなさ

んはアイヌの生活がどんなイメージとなったで

しょうか。

まず弓を何で作るか、素材を選びました。ヤナ

ギ・アカハギ・シロハギの３種類を用意していま

した。アイヌの子どもたちはイチイの枝でも作っ

ていたようです。矢の素材は、ヨモギの茎でし

た。春になったらほかの植物で弓矢になりそうな

素材を探すのも楽しいかもしれません。

さて、皆さん弓矢ができて的うちをしましたが、

矢を長くしたり短くしたり、弓の大きさを変えた

り、矢尻・矢羽を付けたりして自由な発想でオリジ

ナリティ溢れる弓矢ができていました。自分で作っ

た弓矢で的に当たった時の嬉しさは、より一層大き

かったと思います。（今回持ち帰った弓矢は、人や

動物を傷つけるためのものではないので、おうちで

遊ぶときは、必ず周りに注意して遊んでくださいね）

今回はアイヌの子どもたちの遊び（ヘカッタラシノ）を中心に、アイヌの文化に触

れてどんな暮らしや遊びをしていたのか感

じることができたしょうか。アイヌの人び

とは、生きていくために必要な技術を遊び

から少しずつ身に着けて大人になっていき

ました。

さて、次回は今年最後の観察クラブにな

ります。みなさんの思い出に残るような時

間を過ごしましょう。

アイヌの弓矢を作ってみよう
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1２月1２日（土）に５回目の観察クラブ「キ

ャンドル作り」を開催しました。

お湯を張ったバットにアルミカップを浮か

べ、くだいたロウを溶かします。そこにクレヨ

ンを細かくして混ぜ、ロウに色をつけます。た

くさんの色を混ぜたり、一段ごとに色を変えて

作ったら雪で冷やして固まるのを待ちます。

今回は風船を溶かしたロウにひたすディッピングや、固ま

る前のロウをかきまぜて粉にするホイッピングという技法を

用いました。水風船の大きさや、ロウにひたす時の角度で、

いろいろな形の器ができます。

クリスマスの季節なので、クリスマスで使うツリーキャン

ドルを作ったクラブ員や、アロマオイルを使って香りをつけ

たキャンドルもありました。

最後に出来上がった自信作のキャンドルを持って記念撮影

しました。独自のアイデアを加えた素敵なキャンドルが出来

上がりました。

キャンドル作りは、おうちにロウソクとクレヨンがあれば

好きなデザインで作ることができるので、さらにチャレンジ

してみてください。

今年度

の小さな自然観察クラブは、予定

より回数が少なく５回となりまし

たが、ぶじに終えることができま

した。

クラブ員のみなさんには見せたい

名寄の自然があります。来年も参

加してくださいね。


